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2023 年 12 月 8 日（金）ザ・プリンスさくらタワー東京２F コンファレンスフロアにて、第 7 回 
先進医薬研究報告会を開催いたしました。同報告会は、3 年間 COVID-19 感染対策のためオンライ
ン開催でしたが、4年ぶりに会場開催で実施しました。
2022 年度 若手研究者助成金受領者、2020 年度 先進研究助成金受領者、財団関係者、聴講者の方々

を含め約 70 名の参加がありました。
開会にあたり、林理事長より財団事業および本報告会の目的等についての紹介がありました。

	

2022 年度の若手研究者助成金受領者の発表はオンライン開催以前の 3 会場に分かれての分科会
形式で行われました。
「精神薬療分科会」では、西川徹先生（評議員）、白川治先生（評議員）を座長に、10 名の若手研
究者により統合失調症、気分障害、うつ病、薬物依存などに関わる研究等について口頭発表が行わ
れました。
「血液医学分科会」では、嶋綠倫先生（評議員）、尾﨑由基男先生（理事）を座長に、11 名の若手
研究者により新生血管、凝固系制御因子、抗リン脂質抗体、がん、造血幹細胞、白血病、免疫系な
どに関わる研究等について口頭発表が行われました。
「循環医学分科会」では、北園孝成先生（評議員）、峰松一夫先生（理事）を座長に、10 名の若手
研究者により心筋症、血管内皮細胞、肺高血圧症などに関わる研究等について口頭発表が行われま
した。
それを受けて理事、選考委員で構成される各分野の分科会委員が審査し、各分野 1 名の最優秀発

表者（継続助成金交付対象者）が選考されました。各分野ともにハイレベルな発表が多く、優劣を
つけがたいとの意見もありました。引き続き開催された理事で構成される審査委員会で、3 分野の
交付対象者が最終決定されました。
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林理事長　挨拶 会場風景



分科会終了後、金倉譲先生（理事）を座長に、2020 年度 先進研究助成金受領者である保仙直毅
先生による研究成果の報告が行われました。参加者の利便性を考慮し、本年度は、血液医学分科会
会場をホストにして、精神薬療分科会および循環医学分科会の各会場にも映像配信しました。
保仙先生は、「血液がんに対する新規 CAR-T 細胞療法の開発」について発表されました。多

発性骨髄腫や急性骨髄性白血病（AML）対する特異的抗体を同定し、新規 CAR-T 細胞治療法を
研究されている。今回、多数のモノクローナル抗体から、新たな抗体を同定し、多発性骨髄腫と
AML に対して有意な効果を示す画期的な CAR-T 細胞療法について発表されました。フロアーか
らは多くのご質問があり、活発な議論が行われました。
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座長：西川 徹 先生

座長：尾﨑 由基男 先生

座長：白川 治 先生

座長：北園 孝成 先生

座長：嶋 綠倫 先生

座長：峰松 一夫 先生



　

先進研究報告終了後、意見交換会を開催いたしま
した。峰松一夫先生（理事）のご挨拶の後、「2023
年度 海外留学助成認定書 贈呈式」および「若手研
究者継続助成認定書 授与式」を挙行しました。若
手研究者継続助成者 3 名には今後 1 年間の研究助成
が継続され、助成金 100 万円が交付されます。
コロナ禍後の初めての会場開催でしたが、多くの

方に参加いただき、議論も活発に行われ大変充実し
た研究報告会となりました。
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座長：金倉 譲 先生

挨拶：峰松 一夫 先生

発表会場

演者：保仙 直毅 先生



助成研究の成果

発  表  論  文
研究助成を受けられた研究者より 2023 年 4月～ 2024 年 3月にご提出いただいた論文は次のとおりです。
※所属は応募時のものを記載しています。

氏名、所属 吉池　卓也 国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 成人精神保健研究部
助成区分 第 19 回　精神薬療分野　海外留学助成
研究課題 グルタミン酸作動薬による覚醒療法の抗うつ作用増強効果の検討
論 文 Exploring the role of empathy in prolonged grief reactions to bereavement

Yoshiike T, Benedetti F, Moriguchi Y, Vai B, Aggio V, Asano K, Ito M, Ikeda H, Ohmura H, 
Honma M, Yamada N, Kim Y, Nakajima S, Kuriyama K
Sci Rep . 2023 May 10;13(1):7596. doi: 10.1038/s41598-023-34755-y.

氏名、所属 藤川　理沙子 京都大学大学院医学研究科 臨床創成医学分野
助成区分 第 20 回　精神薬療分野　海外留学助成
研究課題 心的外傷後ストレス障害 PTSDの治療法を探索する海馬神経新生研究
論 文 Neurogenesis-dependent remodeling of hippocampal circuits reduces PTSD-like behaviors in 

adult mice
Fujikawa R, Ramsaran AI, Guskjolen A, de la Parra J, Zou Y, Mocle AJ, Josselyn SA, 
Frankland PW
Mol Psychiatry. 2024 May 8. doi: 10.1038/s41380-024-02585-7.

氏名、所属 久米　広大 広島大学原爆放射線医科学研究所 分子疫学研究分野
助成区分 第 15 回　精神薬療分野　若手研究者助成
研究課題 DNAメチル化を利用したリピート病の新規治療法の開発
論 文 CGG repeat expansion in LRP12 in amyotrophic lateral sclerosis

Kume K, Kurashige T, Muguruma K, Morino H, Tada Y, Kikumoto M, Miyamoto T, Akutsu SN, 
Matsuda Y, Matsuura S, Nakamori M, Nishiyama A, Izumi R, Niihori T, Ogasawara M, Eura N, 
Kato T, Yokomura M, Nakayama Y, Ito H, Nakamura M, Saito K, Riku Y, Iwasaki Y, Maruyama H, 
Aoki Y, Nishino I, Izumi Y, Aoki M, Kawakami H
Am J Hum Genet . 2023 Jul 6;110(7):1086-1097. doi: 10.1016/j.ajhg.2023.05.014. Epub 2023 Jun 19.

氏名、所属 久保　健一郎 東京慈恵会医科大学医学部 解剖学講座
助成区分 第 55 回　精神薬療分野　一般研究助成
研究課題 先進的解析技術を用いた精神疾患の分子細胞病態の探索
論 文 A Unique “Reversed” Migration of Neurons in the Developing Claustrum

Oshima K, Yoshinaga S, Kitazawa A, Hirota Y, Nakajima K, Kubo K
J Neurosci . 2023 Feb 1;43(5):693-708. doi: 10.1523/JNEUROSCI.0704-22.2022. Epub 2023 Jan 11.
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氏名、所属 西村　周泰 同志社大学大学院脳科学研究科 脳機能回路創出部門
助成区分 第 55 回　精神薬療分野　一般研究助成
研究課題 多領域脳オルガノイドを用いたシヌクレイノパチー分子病態の解明
論 文 CRISPR-Cas9-Edited SNCA Knockout Human Induced Pluripotent Stem Cell-Derived 

Dopaminergic Neurons and Their Vulnerability to Neurotoxicity
Inoue S, Nishimura K, Gima S, Nakano M, Takata K
Biol Pharm Bull . 2023;46(3):517-522. doi: 10.1248/bpb.b22-00839.

氏名、所属 蔡　林 東京大学総合文化研究科 進化認知科学研究センター
助成区分 第 2回　精神薬療分野　COVID-19 関連一般研究助成
研究課題 新型コロナウイルス感染症による社会環境―脳―精神―行動の階層的変化の解明
論 文 Hippocampal Structures Among Japanese Adolescents Before and After the COVID-19 

Pandemic
Cai L, Maikusa N, Zhu Y, Nishida A, Ando S, Okada N, Kasai K, Nakamura Y, Koike S
JAMA Netw Open . 2024 Feb 5;7(2):e2355292. doi: 10.1001/jamanetworkopen.2023.55292.

氏名、所属 越智　俊元 愛媛大学大学院医学系研究科 血液・免疫・感染症内科学講座
助成区分 第 19 回　血液医学分野　若手研究者助成
研究課題 改変抗体を応用したがんに対する新規免疫療法の開発研究
論 文 Reinforced antimyeloma therapy via dual-lymphoid activation mediated by a panel of antibodies 

armed with bridging-BiTE
Konishi T, Ochi T, Maruta M, Tanimoto K, Miyazaki Y, Iwamoto C, Saitou T, Imamura T, 
Yasukawa M, Takenaka K
Blood . 2023 Nov 23;142(21):1789-1805. doi: 10.1182/blood.2022019082.

氏名、所属 加藤　貴康 筑波大学医学医療系 血液内科・臨床検査医学
助成区分 第 41 回　血液医学分野　一般研究助成
研究課題 ‘ 脂質の質 ’ をターゲットとした新規白血病治療法の開発
論 文 The fatty acid elongase Elovl6 is crucial for hematopoietic stem cell engraftment and leukemia 

propagation
Kiyoki Y, Kato T, Kito S, Matsuzaka T, Morioka S, Sasaki J, Makishima K, Sakamoto T, Nishikii 
H, Obara N, Sakata-Yanagimoto M, Sasaki T, Shimano H, Chiba S
Leukemia . 2023 Apr;37(4):910-913. doi: 10.1038/s41375-023-01842-y. Epub 2023 Mar 8.

氏名、所属 高橋　淑子 京都大学大学院理学研究科 生物科学専攻
助成区分 第 41 回　血液医学分野　一般研究助成
研究課題 血流マイクロダイナミクスが制御する血管リモデリングのしくみ
論 文 Optogenetic control of gut movements reveals peristaltic wave-mediated induction of cloacal 

contractions and reactivation of impaired gut motility
Shikaya Y, Inaba M, Tadokoro R, Utsunomiya S, Takahashi Y
Front Physiol . 2023 May 15:14:1175951. doi: 10.3389/fphys.2023.1175951. eCollection 2023.
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氏名、所属 佐野　宗一 大阪公立大学大学院医学研究科 循環器内科学
助成区分 第 21 回　循環医学分野　若手研究者助成
研究課題 心不全とY染色体についての研究
論 文 Disruption of the Uty epigenetic regulator locus in hematopoietic cells phenocopies the 

profibrotic attributes of Y chromosome loss in heart failure
Horitani K, Chavkin NW, Arai Y, Wang Y, Ogawa H, Yura Y, Evans MA, Cochran JD, Thel 
MC, Polizio AH, Sano M, Miura-Yura E, Arai Y, Doviak H, Arnold AP, Gelfand BD, Hirschi KK, 
Sano S, Walsh K
Nature Cardiovascular Research 3, 343–355 (2024)

☆☆ 助成金受領者へのお願い ☆☆
対象研究に関し発表される場合には、必ず “公益財団法人 先進医薬研究振興財団（英文の場合は、SENSHIN 
Medical Research Foundation）の助成による” 旨を書き添えていただくと共に、別刷を本財団にご提供下さい。
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財団トピックス

2023 年 諮問委員会による検討
2023 年、コロナ禍から元に戻りつつある時期を迎え、助成事業にいくつかの課題が浮き彫りにな

りました。一つは海外留学助成事業に 2年続けて未達が発生したことと、応募数が減少傾向にあるこ
とです。一方で研究助成事業では応募数が増加し、選考委員の評価への負担が大きくなってきました。
これらの課題を解決すべく、諮問委員会を設置しました。諮問委員として精神薬療分野より武田雅

俊理事、血液医学分野より西川伸一理事、循環医学分野より峰松一夫理事、それに常務理事が加わ
りました。
諮問委員会を計 3回開催し、毎回 2時間またはそれ以上の時間をかけて課題を検討しました。
1．海外留学助成の未達について
未達を解消する方策として、他施設等からの留学助成金の重複の限度額を 200 万円から 500 万円

に増やしました。また、応募数を増やす方策として PhD を持たない医師や研究者にも積極的に応
募いただけるように、応募される方について「博士号取得者あるいはそれと同等の研究能力を有す
る者」としました。
２．選考委員の負担軽減策について
選考方法の見直しを行いました。これまでは各助成の評価項目全てについてその配点分布が正規

分布になるようにお願いしていましたが、2024 年度より各助成に総合評価の項目を設け、総合評
価のみ正規分布になるよう配点していただくように改めました。また、応募要領には各助成につい
て同一施設への助成は 1件のみであるということを強調する文面に改訂しました。

3 回の諮問委員会を通じて、
お忙しい理事の先生方に貴重
なお時間を頂いたお陰で、当面
の課題の解決が出来ました、心
より感謝申し上げます。しかし
ながら世の中の変化は激しく、
助成事業もニーズに合わせて
Version up していかなくてはな
りません。今後
も研究現場、そ
こで活躍する人
材 を 如 何 に サ
ポート出来るか、
微力ながら尽力
したいと考えて
います。

諮問委員会の様子

峰松 一夫 理事、西川 伸一 理事 武田 雅俊 理事、大瀧 芽久美 常務理事
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2023 年度 海外留学助成認定書 贈呈式
2023 年 12 月 8 日に開催しました先進医薬研究報告会の意見交換会の会場にて、「2023 年度 海外

留学助成認定書 贈呈式」を行いました。
精神薬療分野は中村雅之先生（選考委員）、血液医学分野は井上克枝先生（選考委員）、循環医学

分野は伊藤義彰先生（選考委員）より、認定書が贈呈されました。
海外留学助成の先生方は助成に対する感謝の言葉と留学での意気込みを述べられました。
先生方の海外での生活が充実し、研究が益々発展することを願っております。

《精神薬療分野》
　大阪大学大学院医学系研究科 精神医学　佐竹　祐人 先生
　神戸大学 精神医学分野　谷藤　貴紀 先生

《血液医学分野》
　国立がん研究センター研究所 分子腫瘍学分野　新垣　清登 先生
　東京大学医学部附属病院　中山　正光 先生

《循環医学分野》
　横浜市立大学大学院医学研究科 外科治療学　根本　寛子 先生

左から 中村 雅之 選考委員、谷藤 貴紀 先生、佐竹 祐人 先生 左から 井上 克枝 選考委員、中山 正光 先生、新垣 清登 先生

左から 伊藤 義彰 選考委員、根本 寛子 先生
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2023 年度（第 7 回）若手研究者継続助成認定書 授与式
先進医薬研究報告会の分科会発表は、2022 年度若手研究者助成金受領者に対し、各分野 1 名に 1

年間、100 万円の研究助成金が交付される若手研究者継続助成の選考も兼ねておりました。4 年ぶ
りの会場での発表、選考となりました。コロナ禍の 3 年間はビデオ審査でしたが、対面発表により
質疑応答が活発に行え、研究内容をより深く掘り下げることができたと思います。理事および選考
委員により構成される各分科会委員が「研究の達成度」および「次年度への発展性」について 5 段
階の評価を行いました。事務局は評価点表を回収するとともに直ちに集計して順位付けを行いまし
た。分科会では順位ならびに研究内容を精査・議論し、継続助成の交付対象者案を決定しました。
引き続き行われました、理事より構成される審査委員会（審査員長 林 理事長）にて、交付案が承
認されました。
意見交換会の場において認定書授与式が行われました。審査委員長による総評の後、各分野の若

手研究者継続助成交付対象者に認定書が授与されました。

【精神薬療分野】
　東京医科歯科大学大学院 精神行動医科学分野　塩飽　裕紀 先生
　《研究課題》：疼痛性障害の自己抗体病態の解明

【血液医学分野】
　筑波大学医学医療系 血液内科　安部　佳亮 先生
　《研究課題》：大規模マルチオミクス解析によるリンパ腫免疫環境変化の探索

【循環医学分野】
　九州大学病院 循環器内科　池田　昌隆 先生
　《研究課題》：心血管疾患におけるフェロトーシスを基軸とした病態解明と治療法の開発
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塩飽 裕紀 先生　　武田 雅俊 理事

小室 一成 理事　　池田 昌隆 先生

安部 佳亮 先生 原　寿郎 理事
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海外留学だより

海外留学助成を受けられた研究者のうち、本年度に海外留学だよりを送付頂きました方々は、
次のとおりです。

▪	精神薬療海外留学助成
	 第 26 回（2022 年度）
	 　舟橋　　裕	 愛媛大学医学部附属病院 精神科
		  留学先：	University of Alabama at Birmingham, U.S.A.

▪	血液医学海外留学助成	
	 第 38 回（2020 年度）
	 　原田　介斗	 東海大学医学部 血液腫瘍内科
		  留学先：	City of Hope, U.S.A.

▪	循環医学海外留学助成	
	 第 15 回（2020 年度）
	 　福間　一樹	 国立循環器病研究センター 脳神経内科
		  留学先：	Department of Clinical and Experimental Epilepsy, 
			   Institute of Neurology, University College London, U.K.

	 第 17 回（2022 年度）
	 　白記　達也	 大阪大学大学院医学系研究科 循環器内科学
		  留学先：	CVPath Institute Inc., U.S.A.
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海外留学だより 精 神 薬 療

University of Alabama at Birmingham での留学生活

舟　橋　　　裕
愛媛大学医学部附属病院 精神科

	 留学先：University of Alabama at Birmingham, U.S.A.

私は、愛媛大学大学院医学系研究科精神神経科学
教室において精神科医として勤務しながら、2023
年 3 月に同大学院博士課程を修了しました。機会
に恵まれ、同年 4月から現在までアメリカのアラバ
マ州バーミンガムにあるUniversity of Alabama at 
Birmingham、Yogesh Dwivedi 研究室で Visiting 
Scholar として研究活動に勤しんでおります。アラ
バマ州はアメリカ南部に位置しており、私が住んで
いるアパートの近くにはオーク・マウンテン州立公
園やバーミンガム・ボタニカル・ガーデンズなど週
末や休日に自然を楽しめる場所がいくつかありま
す。車で 1時間半ほど距離はありますが、アラバマ
州ハンツビルには合衆国宇宙ロケットセンターが
あり、アポロ計画に使用されたサターンロケット模
型の見学など宇宙開発に関わる展示を観覧するこ
とができます。
Dwivedi 教授の研究室は、私が所属する愛媛大学

精神神経科との長年の共同研究先であり、高度な分
子精神医学の実験を実践するブリッジプログラム
があります。多くの精神疾患が、遺伝的要因だけで
なく、環境ストレスなどの後天的要因によっても引
き起こされることはよく知られています。この研
究室は、成人だけでなく青年期のうつ病にも焦点
を当て、精神神経医学における DNAメチル化の変
化や microRNA (miRNA) の変化といったエピジェ
ネティック制御の理解に大きく貢献してきました。
また、noncoding RNA と chromatin biology に関
する研究が実施されており、特に大うつ病性障害 
(MDD)、双極性障害、自殺などのストレス関連精神
病理におけるエピジェネティック制御の分野で非

常に有名です。さらに、幼少期の虐待やネグレクト
などの early life stress とエピジェネティック制御
メカニズムの関係を明らかにする研究も行われて
います。研究試料について、ヒト死後脳サンプルや
うつ病モデルラットの脳サンプルなど豊富に有し
ており、これらを基に研究を行うことができます。
最も重要な点として、Dwivedi 教授の研究室は、最
先端のバイオインフォマティクスツールに従って、
omics biology に関する大規模な実験を実施し、包
括的なデータ分析 (RNA-seq、ChIP-seq、Methyl-
seq、snRNA-Seq、ChIRP-seq など ) を実行するた
めの高度な技術と機器が非常によく揃っています。
私が現在取り組んでいる研究テーマの一つを簡

単にご紹介させていただきます。私は、MDD 患者
の死後前頭前皮質 (PFC) の RNA サンプルを用い
て、ストレス応答経路に寄与する可能性のある主要
なストレス関連 miRNA の 1 つに注目しました。私
たちは、その miRNA の遺伝子発現を検証し、さら
にその発現とプロモーター DNA メチル化状態との
相関関係を調査しました。また、in vitro 細胞モデ
ルを使用して、外因性コルチコステロン投与によ
るストレス刺激に対するこの miRNA への影響を分
析しました。これらの結果をまとめると、MDD の
脳内におけるストレス関連の miRNA の変化が精神
疾患における新規の治療標的となることが示唆さ
れます。ストレスとの関連から、この miRNA が状
態のバイオマーカーとしても役立つことも期待さ
れます。先日学内で開催された Annual Research 
Symposium でこの miRNA に関する研究内容を発
表し、聴衆、および同僚研究者から高い評価を受け
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ました。また、研究テーマと並行して、青年におけ
る自殺行動とエピジェネティック修飾因子に関す
るレビュー論文の作成を Dwivedi 教授より勧めら
れ、今年度中での投稿を予定しています。
日本における私が行ってきた研究課題として、末

梢血を用いた精神疾患のバイオマーカー研究があ
りました。しかしながら、末梢血での分子生物学的
な変化が脳内で実際に相関しているのかどうかは
サンプルが不足しており、これまで調べることが
困難でした。Dwivedi 教授の研究室は上記の通り、
血液サンプルだけでなく、臨床診断を基にした死後
脳サンプルを有していることから、これまで私が疑

問に感じてきた精神疾患における脳と末梢との関
連についてさらなる知見が得られるのではないか
と考えております。今後はさらに研究活動に励み、
得られた研究成果を基に論文作成を行いたいと考
えております。最後になりましたが、このような貴
重な研究留学に対してご支援いただきました先進
医薬研究振興財団に感謝申し上げると共に、貴財団
の益々のご発展をお祈り申し上げます。また、私の
留学に心を込めて協力してくださった愛媛大学の
皆様ならびに Dwivedi 教授の研究室のメンバー全
員と同僚に感謝いたします。

〔原稿受領日：2024 年 6 月 7 日〕

留学先で初めて IDカードを入手した私
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ロサンゼルスの研究留学生活

原　田　介　斗
東海大学医学部 血液腫瘍内科
留学先：City of Hope, U.S.A.

先進医薬研究振興財団より留学助成金をいただ
き、カリフォルニア州ロサンゼルスにある City of 
Hope に研究留学中の原田介斗と申します。コロナ
ウイルスパンデミックによりいったん留学が延期
となりましたが、2022 年 12 月に無事留学を開始し、
現在 1年半ほど経過しました。留学生活も後半戦と
なってきて、身の引き締まる思いで日々を過ごして
います。
私は日本では血液内科医として勤務しており、大

学院では骨髄における正常造血を負に制御する因
子について、またその後は造血幹細胞の老化につい
ての研究をすすめてまいりました。その後、血液内
科の中でメジャーな疾患である白血病の根幹たる、
白血病幹細胞に興味を持ち、白血病幹細胞とその周
囲の免疫学的な微小環境についての研究を行って
います。留学先の選定では、留学先を決める段階の
ときに現在留学中のラボの論文を読んで興味をも
ち、CV を添付して直接ボスにメールを送ったとこ
ろ、米国で年一回開催されている血液学会で直接話
す機会をもらえたという経緯になります。
アメリカに渡航後はこちらの生活に順応するま

でかなり大変でした。まずラボワークを開始するま
でに様々な研修を受けなければならず、その研修も
月に 1,2 回程度の開催だったりして全ての研修を終
えるまでに 1カ月半ほどかかるため、実験も開始で
きずなかなかフラストレーションがたまる生活を
余儀なくされました。また、同時に言語の壁も想像
以上に大きなものでした。私のラボはボスがイタリ
ア人、その下にアメリカ人、中国人、ベトナム人と
3 人の PI がいるのですが、これまでの TOEIC や

TOEFL で聞いてきたようなきれいな英語を話す人
はあまりおらず、スペイン訛りやインド訛りの英語
を話すメンバーもおり、コミュニケーションとるの
も四苦八苦しながらというスタートでした。
そんなこんなで苦戦続きの留学生活序盤でした

が、すこしずつ研究が流れに乗ってくると、日本の
ときには考えられないようなラボのパワーをひし
ひしと実感するようになってきました。Grant の額
が日本とは桁違いでやりたいことがなんでもでき
るような環境、コラボレーターがどんどん新しい抗
体薬を開発してその検証ができる環境、これらのパ
ワーのあるラボならではの環境はとてもスリリン
グです。そして何と言っても、全ての基礎研究が臨
床研究に繋げることを強く意識されて行われてい
るということです。もちろんシステム面での日本
との違いも大きいとは思いますが、アメリカで走っ
ている臨床研究が圧倒的に多い理由をこの身で感
じることができました。
また、留学生活で得られた非常に大きなものとし

て、価値観の変化があります。多様な文化、多様な
背景をもつ人々と関わり、また日本という国を良い
ところも悪いところも含めて外から客観的に見る
ことができた貴重な機会になりました。アメリカで
生活していくために経済や文化含めて様々な観点
から学んでいく必要があり、これまで医学部・卒業
後とひたすら医学の勉強ばかりしてきた身として
は非常にエキサイティングな勉強になっています。
ロサンゼルスは一年通じて日本よりも暖かく、雨

も少な目で非常に過ごしやすい気候です。休日には
家族と公園で遊んだり、大谷選手の試合観戦でド
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ジャース球場にいったり、日本から研究留学にきて
いる一家と BBQ をしたりと、家族で過ごす時間が
非常に増えました。妻や子供たちも新しい環境に適
応するために努力が必要で大変ではありましたが、
家族の絆はより一層強くなりました。海もあり、山
もあり、少し足を延ばせばサンディエゴやサンフラ
ンシスコ、ラスベガスやグランドキャニオンまで車
で行くことができるため、家族連れでの研究留学に
はとてもいい場所だと感じています。円安やインフ
レのため、生活は日本の時よりもかなり質素な生活
になってはいますが、とても日々楽しく過ごしてい

ます。
留学生活は残り半年となってきており、抱えてい

る 2つのプロジェクトを完了できるかどうかはわか
りませんが、残りの期間、より一層楽しんで研究を
していければと思っております。最後となりました
が、このような貴重な機会をいただいた先進医薬研
究振興財団および関係者の皆様に感謝申し上げる
とともに、今後の更なるご発展を祈念しておりま
す。

〔原稿受領日：2024 年 6 月 12 日〕 

ラボメンバーの集合写真（最後列左端が筆者）
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University College London（UCL）留学記

福　間　一　樹
国立循環器病研究センター 脳神経内科

留学先：Department of Clinical and Experimental Epilepsy, 
Institute of Neurology, University College London, U.K.

この度は貴財団の海外留学助成をいただき、
Department of Clinical and Experimental Epilepsy, 
Institute of Neurology, University College London
にて研究活動に従事する機会をいただきました。
2024 年度も留学を継続中ではございますが、ご報
告申し上げます。
私は国立循環器病研究センターで脳卒中内科医

としての研鑽を積む中、脳卒中後に出現する発作や
てんかんに興味を抱き、脳卒中後てんかんの研究に
取り組んできました。脳卒中後てんかんは、抗発作
薬の服薬を余儀なくされるのみならず、脳卒中患者
の予後を悪化させるため対策が求められています。
そこで私は、欧州の脳卒中後てんかん研究グループ
と脳卒中後てんかんの国際共同研究を行うことを
目指して今回の留学を志しました。COVID-19 流行
のために渡英時期延期と研究計画変更を余儀なく
されましたが、2023 年度に留学を開始させていた
だくことができました。
この度の海外留学では、Matthias Koepp 教授に

受け入れていただきました。留学中に日本（国立
循環器病研究センター 客員研究員）と英国の両方
で身分をいただき、日本国内 11 施設による多施設
共同レジストリの整備と共に、University College 
London（英国）とUniversity of Zurich（スイス連邦）
とのデータ共有の準備を進めてきました。留学を
契機に人脈を構築できたということがありますが、
COVID-19 流行を経て遠隔業務の敷居が低くなった
ことと、国立循環器病研究センターの各担当部門や
同僚から協力をいただけたおかげで、国内外を同時

に動かしこのプロジェクトを実施できていると感
じています。脳卒中発症から脳卒中後てんかん合
併と長期予後を追跡する縦断レジストリを解析し、
脳卒中後てんかん発症予測法や早期診断法の開発
を目指しています。
私の所属しているてんかん学専門部署の臨床脳

画像研究チームはあたたかい雰囲気で、先進的な研
究プロジェクトに関わり、豊富で質の高い画像デー
タを扱うことができます。部門内にコンピューター
科学者が所属していること、外部機関との関わりが
活発であることも研究促進の要因になっていると
思います。私は、脳卒中後てんかんの脳形態画像解
析、抗発作薬の効果に関する functional MRI 解析
の研究をはじめ、様々な画像研究にも取り組むこと
ができ、充実した研究生活を送っております。また、
毎週開催される神経疾患のカンファレンスやてん
かん合同カンファレンスは英国の診療を学ぶ機会
となっています。
オフタイムは、子育てをしている時間が大半で

す。他に日本人のいないロンドン郊外の街に住み、
子供を学校に通わせ、現地の方々や同僚と交流を深
め、貴重な英国生活を経験しています。治安の良い
街を居住地として選んだことは良かったと感じて
います。
今回の留学で得られた解析技術や人脈を脳卒中・

てんかん両分野の研究活動に生かしていきたいと
考えております。レジストリを用いた症状・脳波・
画像情報・遺伝情報に関する様々な研究を計画して
おり、国内外の研究者と連携しこの分野の発展に貢
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献していきたいです。
最後に、今回の留学にあたり多大なご支援を賜り

ました先進医薬研究振興財団に厚く御礼を申し上

げます。
〔原稿受領日：2024 年 5 月 25 日〕

National Hospital for Neurology and Neurosurgery
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CVPath Institute 留学記 不惑にしてときめく

白　記　達　也
大阪大学大学院医学系研究科　循環器内科学

	 留学先：CVPath Institute Inc., U.S.A.

2023 年 4 月から、私はワシントン D.C. から約
40km 北に位置するメリーランド州の心血管病理研
究所 CVPath Institute で病理医 Dr. Renu Virmani
および循環器内科医 Dr. Aloke Finn の指導のもと
留学を開始しました。CVPath Institute はメリー
ランド州における心臓突然死が疑われる症例の解
剖を行い、心臓やその他の関連臓器の検視を担当
しています。また、企業からの依頼に基づき、医
薬品や医療機器の病理学的評価も実施しています。
これら豊富な病理検体を活用し、自主研究を進め
るとともに、フェローを受け入れて研究指導も行っ
ています。CVPath Institute には過去にも多数の日
本人フェローが留学し、現在も私を含め 3名の日本
人フェローが在籍しています。
循環器内科医としての私の初期の 7年間は、市中

病院で勤務し、下肢閉塞性動脈硬化症に関する臨
床研究に従事しました。その間、剖検症例を通し
て血管の病理学を学ぶ機会があり、この分野に強い
興味を持つようになりました。次いで大阪大学で
の 7年間は、心臓移植後に発生する慢性期合併症で
ある心臓同種移植血管症（CAV, cardiac allograft 
vasculopathy）の臨床研究に取り組みました。この
研究では、保管された血清サンプルを用いて、イン
ターロイキン 31 が CAV の進行と関連しているこ
とを明らかにしました。これらの経験から、心血管
病理学の理解を深め、ヒト検体の活用方法について
学ぶこと、さらには CAV の研究を推進させるため
に、CVPath Institute での留学をすることを決意し
ました。
留学開始してからの最初の時期は、細胞実験の基

礎を学びました。臨床研究の経験はありましたが、
基礎研究はこれが初めてで、日々新しい発見に溢れ
ており楽しむことができました。他の研究者の実験
を手伝いつつ手技を習得し、自身の CAV に関する
研究計画に磨きをかけました。留学後2ヶ月を経て、
自分の研究テーマに沿った細胞実験を開始する許
可が下りました。その 4ヶ月後には、ようやく私の
仮説を支持する結果を得ることができました。ま
た、並行して行っていた心臓移植患者の病理検体を
用いた検証においても、仮説を支持するデータを得
ることができました。これにより、マウスを用いた
移植実験も計画に取りかかりました。
マウスでの実験経験を問われた時、「経験がな

い」と答えていては研究が頓挫することは明らかで
あったため、「カテーテルで細い血管を治療してい
るから大丈夫」と自信を持って答えると、Dr. Finn
は許可してくれました。常に信じて励ましてくれ
る Dr. Finn に応えるべく、2024 年 1 月からマウス
の移植モデル確立のため予備実験に着手しました。
血管外科医の知人に助言を求め、参考となる動画

を何度も視聴して準備を重ねた後、マウスの移植手
術に取り掛かりました。しかし、マウスの血管は想
像以上に細く、手術は成功しませんでした。改善す
べき点をメモし、工夫を重ねて徐々に手技にも慣れ
てきましたが、血管吻合の工程が大きな障壁となっ
ていました。実験が失敗するたびに、自分の好奇心
に付き合い安定した日本での生活を捨ててまでつ
いてきてくれた家族の顔が思い浮かべ、心苦しい気
持ちになることもありました。しかし、1 ヶ月の努
力の末に血管吻合の技術に工夫が実り、移植臓器に
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血流がうまく再開した瞬間、喜びが心の底から湧き
上がるのを感じました。
フランス哲学者のポール・ジャネが述べたよう

に、「歳を重ねると新しい体験が減るため、時間が
短く感じられる」というのは真実かもしれません。
私も 40 歳を迎え、1 年がかなり短く感じる様にな
りました。同時に、心の底からの喜びを感じる機会
も減ってきたことを実感しています。喜びに限ら
ず、身の回りの出来事に対しても何となく予想がつ
くようになり、それが時には寂しさを感じさせま
す。異国での生活や文化交流が、新たな経験を提供
し、感情を呼び起こしてくれるのではないかという

期待が、留学を決意するもう一つの大きな理由でし
た。追い求めていた ” ときめき ” を得ることができ
ましたが、研究はまだスタートラインに立ったばか
りです。3 月から本実験を開始しましたが、まだま
だ苦難が待ち構えていると思います。All is well と
言い聞かせ、根拠のない自信を頼りに人生を楽しみ
ながら乗り越えていきたいと思います。
最後に、本留学をご支援いただいた先進医薬研究

振興財団には心からの感謝を申し上げます。財団の
これまでの偉大な功績に敬意を表すと共に、更なる
ご発展を心よりお祈りいたしています。

〔原稿受領日：2024 年 3 月 30 日〕

桜咲くワシントン記念塔



財　団　概　要

１．沿　革
本財団は、昭和 43 年 12 月に吉富製薬株式会社の寄付を受けて、“ 精神神経科領域における臨床薬理学

及び薬物治療学の研究（精神薬療研究）の推進 ” を目的として「財団法人 精神神経系薬物治療研究基金」
として設立されました。
その後、昭和 57 年 2 月に株式会社ミドリ十字の寄付によって “血液成分その他の高分子蛋白の医学分野

における研究（血液医学研究）の振興 ” を目的として設立された「財団法人 内藤医学研究振興財団」を統
合し、平成 11 年 4 月から「財団法人 精神神経・血液 医薬研究振興財団」として財団活動を継承しました。
平成 14 年 3 月に、新たに “ 循環障害に起因する諸疾患に関する研究（循環医学研究）の振興 ” を目的に

追加するとともに、名称を「財団法人 先進医薬研究振興財団」に変更しました。
平成 23 年 4 月には、内閣総理大臣より公益認定を受け、「公益財団法人」として活動しております。

２．目　的
本財団は、精神神経科領域における臨床薬理学及び薬物治療学の研究（精神薬療研究）と 血液成分その

他の高分子蛋白の医学分野における研究（血液医学研究）並びに循環障害に起因する諸疾患に関する研究
（循環医学研究）に対する助成、顕彰等を行い、医学及び薬学に関する先進的な研究の振興を図り、もっ
て国民の医療と保健に貢献することを目的としております。

３．事　業
本財団の事業は、財団の目的に沿う研究に対する助成事業、研究報告会、市民公開講座、  フォーラム、

刊行物等で、その主な概要は次のとおりであります。

１）助成事業
（1）一般研究助成

わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究振興を目的として、独創的で医療ニーズの
高い研究に研究助成金を交付するものです。

（2）若手研究者助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における若手研究者（応募時 39 歳以下）
の育成を目的として、新規で将来性のある研究に研究助成金を交付するものです。

（3）先進研究助成
疾病の治療、診断あるいは予防に対する直接的な貢献が期待される先進的、かつ 臨床上有用性
の高いテーマに研究助成金を交付するものです。

（4）海外留学助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における国際的視野に富む人材の育成
を目的として、若手研究者（応募時 39 歳以下）に助成金を交付するものです。

（5）被災地支援研究助成
東日本大震災で被災された地域（岩手・宮城・福島など）における精神薬療分野、血液医学分野、
循環医学分野に関わる災害医療をテーマにした調査・研究に助成し、医学・薬学に関する先進
的な研究の振興を図る目的で平成 23 年度及び平成 24 年度に助成を行いました。
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（6）COVID-19 関連研究助成
世界的に猛威を振るっている COVID-19 の研究振興を図り、国民の医療と保健に貢献すべく、
COVID-19 関連研究助成枠を設けて、令和 2 年度に特別研究助成を行いました。令和 3 年度及
び令和 4年度には、各分野の一般研究助成として追加で実施しました。

２）先進医薬研究報告会
若手研究者助成研究成果と先進研究助成成果の発表、若手研究者の継続助成者選考及び海外留学助成
贈呈式などを目的に、毎年 12 月上旬に報告会を開催しております。

３）市民公開講座
財団の事業として、不定期に市民公開講座を開催しております。
・テーマ：認知症の予防と介護� 平成 21 年 2 月 21 日開催
・テーマ：人生 100 年時代の生き方、自身の医療・ケアを考える� 令和  2 年 2 月 15 日開催

４）フォーラム
財団の事業として、不定期にフォーラムを開催しております。
先進医薬フォーラム

・テーマ：血管障害からみた脳と心臓� 平成 16 年 2 月  7 日開催
・テーマ：微小循環と脳機能障害のリンケージ� 平成 17 年 2 月 26 日開催
・テーマ：時間軸からみた脳血管障害の予防と治療� 平成 18 年 1 月 28 日開催

先進医薬研究振興財団発足 10 周年記念式典
・永年功労者表彰式
・贈呈式
・特別講演

：歴史と冒険のシンクロニシティー　－遣唐使をめぐって－
　  演者　辻原　　登　先生（芥川賞作家）
：宇宙の創生と新たに生じた謎
　  演者　佐藤　勝彦　先生（自然科学研究機構長、東京大学名誉教授）

� 平成 25 年 3 月  2 日開催

５）刊行物
（1）先進医薬年報

毎年 8月に、当財団の 1年間の活動などをまとめて機関誌として発行しております。
（2）研究成果報告集

毎年 3 月に、精神薬療研究成果報告書、血液医学研究成果報告書、循環医学研究成果報告書並
びに先進研究助成研究成果報告書をまとめて研究成果報告集として発行しております。
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４．助成金額の推移
財財団設立以来の助成金交付累積額は 38 億 3,185 万円、交付件数は 4,146 件となります。

５．プロフィール
設 立 年 月 日	 ：	 昭和 43 年 12 月 12 日
基 本 財 産	 ：	 10 億円（令和 6年 3月 31 日 現在）
行 政 庁	 ：	 内閣府
公 益 財 団 法 人
　  認 定 日	 ：	 平成 23 年 3 月 29 日
　  登 記 日	 ：	 平成 23 年 4 月 1 日
主 た る 出 捐 者	 ：	 田辺三菱製薬株式会社

最近 5年間の助成金の推移（単位：万円）

COVID-19関連研究助成

先 進 研 究 助 成

循 環 医 学 分 野

血 液 医 学 分 野

精 神 薬 療 分 野
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６．役員、評議員、名誉理事、選考委員　【五十音順】
（2024 年 7 月 1 日現在）

１）役　　員

理 事 長 林　　　義　治 田辺三菱製薬株式会社

常務理事 大　瀧　芽久美 田辺三菱製薬株式会社

理 事 阿　部　康　二 BTRアーツ銀座クリニック

小　川　久　雄 熊本大学 学長

尾　崎　紀　夫 名古屋大学大学院医学系研究科 特任教授

尾　﨑　由基男 (医)社団協友会 笛吹中央病院附属 おひさま在宅クリニック院長、
山梨大学 名誉教授

金　倉　　　譲 （一財）住友病院 院長、大阪大学 名誉教授

久　住　一　郎 苫小牧緑ヶ丘病院 診療顧問、 札幌鈴木病院 診療顧問

小　室　一　成 国際医療福祉大学 副学長、
東京大学大学院医学系研究科 特任教授

武　田　雅　俊 （学）河﨑学園 大阪河﨑リハビリテーション大学 学長、
(一財)仁明会 精神衛生研究所 所長、大阪大学 名誉教授

中　込　和　幸 国立精神・神経医療研究センター 理事長

西　川　伸　一 京都大学 名誉教授

原　　　寿　郎 令和健康科学大学 副学長、 九州大学 名誉教授、
福岡市立こども病院 名誉院長

峰　松　一　夫 医誠会国際総合病院 病院長、
医療法人医誠会 常務理事/臨床顧問、
国立循環器病研究センター 名誉院長、
（公社）日本脳卒中協会 理事長

監　　事 中来田　真　康 中来田真康税理士事務所 所長

髙　田　里　美 田辺三菱製薬株式会社

２）評　議　員

安　斉　俊　久 北海道大学大学院医学研究院 教授

北　園　孝　成 九州大学大学院医学研究院 教授、
九州大学大学院医学研究院 総合コホートセンター

嶋　　　綠　倫 奈良県立医科大学 副学長/医学部長、
血栓止血センター センター長

白　川　　　治 神戸大学　客員教授、
(医)尚生会 湊川病院、 爽神堂 七山病院

高　柳　　　広 東京大学大学院医学系研究科 教授

竹　田　　　潔 大阪大学大学院医学系研究科 教授、
大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長
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西　川　　　徹 昭和大学医学部 客員教授、京都府立医科大学 客員教授、
東京医科歯科大学 名誉教授

前　村　浩　二 長崎大学生命医科学域（医学系） 教授、
長崎大学 執行役員・生命医科学域長

山　脇　成　人 広島大学 脳・こころ・感性科学研究センター 特任教授 /センター長、
国際アフェクトーム （感情）研究センター センター長

嘉祥寺　泰　明 三菱ケミカルグループ株式会社

園　田　龍太郎 田辺三菱製薬株式会社

小　口　　　泰 田辺三菱製薬株式会社

３）名誉理事

浅　野　孝　雄 池　田　康　夫 笠　原　　　嘉

加　藤　進　昌 黒　田　重　利 小　山　　　司

齋　藤　英　彦 佐　藤　光　源 島　本　和　明

鈴　木　宏　治 樋　口　輝　彦 堀　　　正　二

幕　内　雅　敏 松　下　正　明 松　本　慶　蔵

三　國　雅　彦 吉　岡　　　章

４）選考委員
　精神薬療選考委員会

加　藤　忠　史 順天堂大学大学院医学研究科 主任教授

金　沢　徹　文 大阪医科薬科大学医学部 主任教授

鈴　木　健　文 山梨大学医学部 教授

髙　橋　英　彦 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 主任教授

富　田　博　秋 東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 科長、
東北大学災害科学国際研究所 教授

中　村　雅　之 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 教授

沼　田　周　助 徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授

橋　本　　　衛 近畿大学医学部 主任教授

菱　本　明　豊 神戸大学大学院医学研究科 教授

山　末　英　典 浜松医科大学医学部 教授

　血液医学選考委員会

天　谷　雅　行 慶應義塾大学医学部 教授、慶應義塾 常任理事、
理化学研究所生命医科学研究センター チームリーダー（非常勤）

井　上　克　枝 山梨大学大学院総合研究部医学域 教授、
山梨大学医学部附属病院 部長
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井　上　治　久 京都大学 iPS 細胞研究所 教授 /副所長、
理化学研究所バイオリソースセンター チームリーダー、
理化学研究所革新知能統合研究センター 客員主管研究員

大　賀　正　一 九州大学大学院医学研究院 教授

岡　崎　　　拓 東京大学定量生命科学研究所 教授

清　井　　　仁 名古屋大学大学院医学系研究科 教授

清　野　研一郎 北海道大学遺伝子病制御研究所 教授

松　本　雅　則 奈良県立医科大学 教授・部長

三　宅　幸　子 順天堂大学大学院医学研究科 主任教授

宮　﨑　泰　司 長崎大学原爆後障害医療研究所 教授

　循環医学選考委員会

井　口　保　之 東京慈恵会医科大学 講座担当教授

伊　藤　義　彰 大阪公立大学大学院医学研究科 教授

黒　田　　　敏 富山大学学術研究部医学系 教授

小　林　欣　夫 千葉大学大学院医学研究院 教授

坂　田　泰　史 大阪大学大学院医学系研究科 教授

佐　田　政　隆 徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授

塩　島　一　朗 関西医科大学 教授

竹　石　恭　知 福島県立医科大学附属病院 病院長

西　山　和　利 北里大学医学部 主任教授

三　國　信　啓 札幌医科大学 教授

　先進研究選考委員会

加　藤　忠　史 順天堂大学大学院医学研究科 主任教授

金　沢　徹　文 大阪医科薬科大学医学部 主任教授

鈴　木　健　文 山梨大学医学部 教授

髙　橋　英　彦 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 主任教授

富　田　博　秋 東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 科長、
東北大学災害科学国際研究所 教授

中　村　雅　之 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 教授

沼　田　周　助 徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授

橋　本　　　衛 近畿大学医学部 主任教授

菱　本　明　豊 神戸大学大学院医学研究科 教授

山　末　英　典 浜松医科大学医学部 教授
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７．役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】

１）新　任

評 議 員 小　口　　　泰 （2024年5月31日付）

２）辞　任

評 議 員 谷　口　弘　之 （2024年5月31日付）

　 事　務　局

事 務 局 長 江　熊　宏　充

事務局長補佐 間　渕　雅　成

事 務 局 員 大　橋　良　孝

事 務 局 員 周　藤　誠　人

事 務 局 員 大　谷　　　渡
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賛 助 会 員

本財団の事業趣旨にご賛同をいただき、2023 年度は次の方々にご入会いただいております。
皆様方のご理解と温かいご支援に厚くお礼申しあげます。

【団　体】　（敬称略、順不同）

三菱ケミカルエンジニアリング株式会社 田 辺 三 菱 製 薬 工 場 株 式 会 社

吉 富 薬 品 株 式 会 社

【個　人】　（敬称略、順不同）

中　川　幸　光 冨　　　　　修 桐　原　　　靖 上　嶋　孝　博

堀　　　雄一郎
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―　賛助会員ご入会のお願い　―

本財団は、出捐会社＜田辺三菱製薬㈱＞の歴史と共に歩み、現在では精神薬療、血液医学、
循環医学の 3 研究分野における優秀な研究に対する各種助成等を行うことによって、医学
及び薬学に関する研究の振興を図り、もって国民の医療と保健に貢献することを目的とし
ております。
本財団活動の目的にご賛同いただける方は、常時募集しておりますので、賛助会員とし

てご入会くださいますようお願い申し上げます。
なお、会員の皆様から寄せられました賛助会費は、財団活動のため有効に活用させてい

ただきます。

―　ご 入 会 に あ た っ て　―
1）	 入会は随時受付しております。
	 財団ホームページの入力フォームにてお申込みください。

2）	 会費（年額 1 口以上）
	 ・団体会員：年額 1口 2万円
	 ・個人会員：年額 1口 2千円

3）	 振込先
	 大変恐縮ですが振込手数料はご負担くださいますようお願い申し上げます。
	 ・銀 行 名：三菱UFJ 銀行 大阪中央支店
	 ・口座番号：（普通）0102451
	 ・フリガナ：ザイ）センシンイヤクケンキュウシンコウザイダン
	 ・口座名義：公益財団法人 先進医薬研究振興財団

4）	 賛助会員は「機関誌」をご送付させていただきます。

5）	本財団は内閣府より「公益法人」の認定を受けておりますので、税制上の優遇措置を適用
できます。

	 【優遇措置の概略】
・個人：支出した寄附金（その年の総所得金額の 40％を限度とする）の内、2 千円を超え

る部分について寄付金控除が認められます。
・法人：寄附金は、通常一般の寄附金の損金算入限度額まで別枠で損金算入できます。

　  ご不明なことがございましたら、下記財団事務局までお問合せください。

公益財団法人　先進医薬研究振興財団
電　話	：06-6224-0607  Fax : 06-7657-8332
E-mail	：m-research@cc.mt-pharma.co.jp
U R L	：https//www.smrf.or.jp
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平素は、財団の活動にご協力いただき深く感謝を申し上げますと共に、御多忙にも

かかわらず本号に御寄稿下さいました先生方に、厚く御礼申し上げます。

コロナ禍を経て、経済も元に戻ったとホッとしたのも束の間、世界事情に不穏な空気

を感じ、また日本経済に厳しさを実感する日々です。当財団も時代の流れに沿って、

助成金額を引き上げる等、助成事業を変革してきましたが、限られた原資故、此処にきて

急激な物価高騰に頭を悩ませています。一方で働き方改革の始動で、医療現場や研究

現場も様変わりしているであろうと想像しつつ、当財団に応募して下さる先生方に私達が

出来る助成事業とは、どのようなものであるべきか考えることが多くなりました。

当財団の「国民の健康と保健に貢献する」という大義を果たすため、今一度、助成事業

を見直す良い機会と捉え、ポジティブに前進して行きたいと思います。私達の事業と医療

や研究現場で御活躍される先生方とのコラボが、綺麗な花を咲かせられたら、これほど

の喜びは有りません。その喜びを目指して、理事・評議員・選考委員の先生方のご指導

を頂きながら、更なる高みを目指したいと思います。

財団メンバーの半数に新たな仲間を迎え、なにぶん至らないところや、ご不便をおかけ

したことも有ったと思いますが、チームワークを大切に活動してまいります、今後とも

宜しくお願い申し上げます。

（2024年6月　常務理事　大瀧　芽久美）
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